
  

 
菅生スーパーFJ 選手権 第３戦・第４戦 

２０１９年 ８月２４～２５日  天候:晴れ  参加１４台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国のサーキットを転戦する、スーパーFJジャパンチャレンジの第４回がスポーツランド SUGO で 8月

24〜25 日に菅生シリーズの第 3戦、第 4戦と併せて行われた。普段の菅生シリーズといえば、レース

成立ギリギリの台数でグリッドも寂しさを隠せないのだが、さすがに今回は 14台ものエントリーを集

め、大いに賑わいを見せていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

その中でひと際気を吐いていたのが、オートポリス 

の第 2回レースを制している荒川麟だった。 

SUGO は昨年度もチャンピオンを獲得しているが、 

得意とするコースとあって、予選ではベストタイム、 

セカンドベストタイム共にトップだ。 

よって、2戦共にポールポジションを獲得した。 

 

「昨日、ニュータイヤを履いた状態でセットを上手 

く出せなかったので、若干ポールを獲れるかは不安 

だったけど、ポールを獲れてとても良かったです。 

まだ決勝に向けて上げ幅はあると思うので、目指せ 

10 秒(フィニッシュ差)です。と荒川。 

 

トップ 6は 2戦ともに同じ顔ぶれが並ぶことになる。 

2 番手には菅生シリーズ久々に登場の草野裕也。 

しかし、 

「エンジンが吹け上がらないような感じがあったの 

で、それを気にしながら走っていたんですが、途中 

からどんどんひどくなってきて。ストレート区間だ 

けでなくて、傾いた時だけ息吐きしちゃうみたいな 

感じなんです」と僅差ながらも遅れをとったことが、 

非常に悔しそうではあった。 

 

3 番手は SUGO 初レースの下野璃央。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

４番手はスーパーＦＪへの参加が初めての藤原大揮で、２列目にはよりフレッシュな顔ぶれが並んで

いた。そして３列目には、菅生シリーズ第 2戦のウィナー山陰一、開幕戦ウィナーの前田大道が並ぶ

こととなった。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

《第３戦》 

第 3戦は土曜日のうちに行われ、12 周で競われた。 

スタートを決めた荒川は１コーナーへのホールショットを決めて、早々と後続を寄せつけぬ形に。 

それとは対象的に草野と下野、藤原による２番手争いはしばらくの間、激しく繰り広げられていた。 

中盤になると草野もまた単独走行となるが、すでに荒川は 5秒以上も先に。やむなくポジションキー

プに徹することとなる。 

その一方で、３番手争いは最後まで続き、何度も下野にプレッシャーをかけた藤原だったが、下野も

それに屈することなく辛くも逃げ切ることに成功した。 

「向こう（下野）はクルマの限界を知っているから、特に高速コーナーが速いんですが、僕は SUGO を

18 歳からシビックから走っていて、コースを知り尽くしている強みで、インフィールドは速いんで

す。でも、自信のある４コーナー（ヘアピン）を封じ込められてしまったら……」と藤原は実に悔し

そう。しかし、初レースでこの適応力は十分評価に値しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、荒川は最後まで独走だったものの、目標としていた 2位との 10 秒差にはあと一歩届かず、

8秒９差でのゴールになった。 



「予選のセットはもうひとつだったんですが、その後の見直しで完璧ではないですけど、かなり

良くなったんです。今日はスタートも決まったし、しっかりファステストラップも取れたので、

明日こそ 10 秒を決めて見せます」と荒川。 

《第４戦》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜日に行われた第 4戦も、12 周での争いとなった。 

ここでも荒川はスタートを決めて、１コーナーへと真っ先に飛び込んでいったが、その後方では目ま

ぐるしく順位が入れ替わっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



草野が後続を意識しすぎたあまり失速して、その脇を下野がすり抜けて行き、藤原に続く５番手には

山陰が浮上する。 

しかし、そういった動きも影響したのか、ひとりアクセルを踏み込み続けていた荒川は、オープニン

グラップを終えると、なんと 3秒８ものリードを築いていた。 

一方、２番手だったのは下野ながら、ストレートで草野にかわされ、さらに馬の背では藤原にも抜か

れてしまう。 

トップを行く荒川は、よりハイピッチでの周回を重ね、またしても後続を一切寄せつけず。 

そして第 4戦は公約どおり 10秒６もの差をつけて、連勝を飾ることに成功した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「セットは昨日のままなのですが、ニュータイヤが使えたこともあって、それと今日のコンディショ

ンにはよりマッチしたのでしょう。 

早い段階から大きく離せたので狙いどおり 10 秒差で勝つことができました。 

菅生シリーズはこれが最後です。次はもてぎのレースに出ようかと思っています」と荒川。 

それはより一層、ジャパンチャレンジ制覇に意識が高まっていることの表れとも言えるだろう。 

一方、２番手争いもまた最後まで激しく繰り広げられたのだが、最終ラップの４コーナーで草野が痛

恨のシフトミス、それを藤原が逃してくれなかった。「もともと得意とするコーナーですから、思い

切って行かせてもらいました」と藤原。今年はもてぎで VITA を走らせているが、近々鈴鹿にも遠征を

予定という。ならば「FJにも出てしまえ！」とは関係者の声。 

いきなり非凡な才能を見せたドライバーの次回に注目される。 



 

JAF 菅生スーパーFJ 選手権 第 3 戦 予選結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

JAF 菅生スーパーFJ 選手権 第 3 戦 決勝結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

JAF 菅生スーパーFJ 選手権 第 4 戦 予選結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

JAF 菅生スーパーFJ 選手権 第 4 戦 決勝結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 


